











「名 J 一 文の終わりにあって、命令・疑問・反語・願望・禁止などの意味を決定し、
または陳述の意味を強めたり、感動を表したりする助詞。 ・・・口語では、 「な（禁止・
感動） ・か・とも・ね・さ・ぜ・ぞ J などの類。 （国語大辞典 1 9 7 4) 
L 終助詞『ね』、 『ねえ』
国語辞典（ 1981 ）では、終助調『ね』は 「相手に同意を求める気持ちを表す」
と説明している。しかし、小倉 肇（ 1985 ）の方は、もっと詳しくなって、 「相手に
同意を求めながら、軽い感動の意を表す J とある。 『ね』を使う時、尻下がりのイントネ
ーションで表す。







るとともある。 （和久井由紀子 1 9 9 0) 小倉 肇（ 1 9 8 5 ）は簡単に「相手にた
ずね、返答を促す意を表す」と説明している。 ごとに、 『ね』という終助詞とほかの終助
調との違いがある。 （＜例 1 ＞を参考にして下さい。）
また 終助詞『ね』には「相手に念を押す意を表す」という機能がある（小倉 肇
1 9 8 5) 話し手が聞き手の注意を引きたい時、終助詞『ね』を何回も繰り返している。






＜例 3> A: さむくなりましたねえ。
B: ええ。ほんとですねえ。
終助調『ね』は「事の真偽などについて相手に確かめる気持ちを表す」というとと
がある。 （国語辞典 1 9 8 1 ) との時は 尻上がり調で表される。
＜例 4> A: 集合時聞は八時ですね。
B: ええ そうです。
＜例 4 ＞の A が尻下がりのイントネーションの長呼による『ねえ』で表したら、
会話の内容は自分の気持ち（不満）も含まれる。聞き手の返事にも同様な気持ちが述べら
れている。＜例 5 ＞と＜例 4 ＞を参考にして下さい。
＜例 5> A: あ、めぐちゃん 集合時聞は八時ですねえ。
B: そうですねえ。 早いですねえ。
一方、小倉 肇（ 1 9 8 5 ）によって、 「男女ともに用いるが、接続上では多少異
なる点、があります。 J それで、終助詞『ね』の男性語、女性語の接続の仕方が終助詞『よ』












































まりつかわない。なぜなら、鈴木丹士朗（ 1968 ）によると『わ』は 「軽い詠嘆、感
動や決意、主張の気持ちを込めて、話の内容をやわらげたり、 また刺激のない、やわらか











（鈴木丹士朗 1 9 6 8) 特に 強い驚きの気持ちを表す。
次の例をごらんになって下さい。




A: あら、 ごれ、 ごわれているわ。
B: ほんとだ。いつ ζ われだんだろ。
♀上旦並語
（和久井由紀子 1 9 9 0) 
A: びっくりしましたわ。 （『まね一四天王』という番組から）
だから 終助調『わ』 一 自分の、主張（判断）することや驚きや軽い感動など
を表すことがある。
3 。 終助詞『よ』







（例 6> A: まあ ひさしぶり。ずいぶん黒くなったわね。
B: ええ。海ヘ行っていたの。少し泳げるようになったのよ。
それから 終助調『よ』は 「命令、依頼の気持ちを少し強める意を表す」ことも










終助調『よ』は男性女性ともに用いるが用法上相違がある。 （小倉 肇 1 9 8 5)
次のモデルをごらんになって下さい。
皇J丘 立丘
名詞、副詞 貫長 だ よ 買E よ
一過去型 費量 だったよ 貫E だったわよ
活用語 来る よ 来る わよ
一過去型 言った 言った わよ
活用語（形容動詞） 静かだ よ 静か よ
一過去型 静かだったよ 静かだったわよ
活用語（形容詞） 高い よ 高い わよ








終助詞『の』は、小倉 肇（ 1985 ）によって、 「軽い断定の意を表す。主とし
て、女性が語調をやわらげる場合に用いる」と説明されている。尻下がりの弱いイントネ
ーションで使う。
＜例 7> A: めぐちゃん、 これ？
B: いいえ 違うの。
国語辞典（ 1981 ）と 鈴木丹士朗（ 1968 ）の説明では、終助調『の』は、
女性と児童だけが使える。 しかし、和久井由紀子（ 1990 ）の論文の中では、男性も終
助調『の』をよく使うと書いである。この時、使う口調が尻上りイントネーションになる。
また小倉肇（ 1985 ）は終助詞 r ょ、ね、さ』を『の』に加えた『のよ』『のね』
『のさ』の形になると、女性語は『の』、 『のよ』、 『のね』、男性語は『のさ』を使う
と述べている。 『のさ』は 相手に念を押す場合によく使う。
＜例 8> 女性語 どうしているのかしら。全然連絡がないのよ。




1 9 6 8) 
＜例 9> A: あしたのパーティー、行くの？
B: ええ、行きます。
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＜例 1 1 > A: めぐちゃん、 まだ来ていない。
B: ええ。でも、ちょっと f寺ちましょう。
A: もう 時間ですから、始めましょうよ。
＜例 1 2 > 明日 晴れでしょうよ。＼ 明日 晴れだろうよ。
終助詞『ね』が推量型『でしょう』『だろう』と共起できるのは、和久井由紀子（
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